















































（ 『田氏家集』 ）と讃えた。 「三朝」とは、一年と一月と一日の三つの朝が揃う元旦のこと、この年はさらにそれに「立春」が重なった。まさにそれは、 「四序」すなわち四季の順序が、「調均」すなわち調和して順調であると慶ぶべきことであった。「年の内に春は来にけり」は、その一段上を行く。 「年の明けるのも待ちきれずに、春のほうから勇んで駆けつけてくれた。何とめでたいことではないか。それほど今の世はよい世の中なのだ」ということになるだろう この歌はほかならぬ勅撰和歌集 巻頭に位置付けられ とき、そういう治まる御代を言ほぎ、結果として帝徳を讃えた歌 なるであろ 。
二
子規の立言に疑問を呈した川口久雄「 『古今和歌集』と漢




















































































































ことを標榜する歌集な った。すなわち、 「あまねき御うつくしみ 波、八洲の外まで流れ、広き御恵み 陰、筑波山の麓よりも茂くおはしまして」 （仮名序） 「仁流
二 秋
津洲之外
一
、恵茂
二
筑波山之陰
一
」 （真名序） 。
（うえの・えいじ
　
成城大学教授）
